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まとめ

表
2
1
 
川
崎
病
に
お
け
る
遠
隔
期
管
理
の
ま
と
め

重
症
度
分
類

心
電
図
＊
，
心
エ
コ
ー

心
筋
虚
血
評
価

（
負
荷
テ
ス
ト
）

冠
動
脈
画
像
検
査

（
C

T
，

M
R

I，
C

A
G

)
薬
物
治
療

P
C

I・
C

A
B

G
学
校
管
理
区
分

生
活
指
導

I
拡
大
性
変
化

な
し

経
過
観
察
の
目
安
は
，

発
症
後

1
ヵ
月
，

2
ヵ

月
，

6
ヵ
月
，

1
年
後
，

お
よ
び
発
症
後

5
年

後
と
す
る
．

5
年
以
降
は
経
過
観

察
終
了
も
可
能

必
要
な
し

必
要
な
し

急
性
期
以
降
は
不
要

適
応
な
し

生
活
・
運
動
面
で
の

制
限
は
な
し
．「
Ｅ
可
」

発
症

5
年
後
以
降
は

 
「
管
理
不
要
」

粥
状
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ

る
冠
危
険
因
子
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
よ
う
生
活
習
慣

改
善
（
運
動
，
肥
満
予
防
，

禁
煙
，
日
本
食
の
推
奨
な
ど
）

の
指
導
を
行
う
．

II
急
性
期
の
一

過
性
拡
大

III
退
縮

（
R

eg
re

ss
io

n）

（
急
性
期
）

小
瘤

1
年
ご
と

必
要
な
し

回
復
期
と

1
年
後
あ
る
い

は
退
縮
時
に
考
慮

 
高
校
卒
業
時
に
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い

中
止
も
考
慮
可
能
．

必
要
に
応
じ
て
ア
ス

ピ
リ
ン
，
ス
タ
チ
ン

な
ど
を
考
慮

生
活
・
運
動
面
で
の

制
限
は
な
し
．「
Ｅ
可
」

（
急
性
期
）

中
等
瘤
・
巨

大
瘤

6
～

12
ヵ
月
ご
と

3
～

5
年
ご
と
に

考
慮

回
復
期
と

1
年
後
，

3
～

5
年
ご
と
に
考
慮

上
記
指
導
に
加
え
，
服
薬
の

重
要
性
，
経
過
観
察
の
重
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
い
，
診

療
離
脱
（
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
）

を
防
止
す
る
．

AY
A
世
代
に
対
し
て
は
自
立

を
う
な
が
す
指
導
を
行
い
，

移
行
に
備
え
る
．

IV
冠
動
脈
瘤
の

残
存

小
瘤

1
年
ご
と

3
～

5
年
ご
と
に

考
慮

回
復
期
と

1
年
後
，

3
～

5
年
ご
と
に
考
慮

ア
ス
ピ
リ
ン
の
ほ
か
，

瘤
の
程
度
に
よ
っ
て

他
の
抗
血
小
板
薬
や

ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
を
追

加 A
C

E
阻
害
薬
，

A
R

B
，

ス
タ
チ
ン
な
ど
の
投

与
も
考
慮

生
活
・
運
動
面
で
の

制
限
は
な
し
．「
Ｅ
可
」

中
等
瘤

6
～

12
ヵ
月
ご
と

2
～

5
年
ご
と
に

考
慮

回
復
期
と

1
年
後
，

2
～

5
年
ご
と
に
考
慮

巨
大
瘤

6
～

12
ヵ
月
ご
と

1
～

5
年
ご
と
に

考
慮

回
復
期
と

1
年
後
，

1
～

5
年
ご
と
に
考
慮

「
D
」

1
年
以
上
変
化
が
な

い
と
き
は
「

E
禁
」
も

可

V
冠
動
脈
狭
窄

性
病
変

a）
虚
血
所
見

 
な
し

6
～

12
ヵ
月
ご
と

1
年
ご
と
に
考
慮

回
復
期
，
～

1
年
，

1
～

5
年
ご
と
に
考
慮

上
記
治
療
に
加
え
，

冠
血
管
拡
張
薬
・
抗

狭
心
症
薬
を
考
慮

狭
窄
の
程

度
に
よ
っ

て
考
慮

「
E
禁
」

（
巨
大
瘤
で
は
「

D
」．

1
年
以
上
変
化
が
な

い
と
き
は
「

E
禁
」
も

可
）

b）
虚
血
所
見

 
あ
り

経
過
に
よ
り
考
慮

経
過
に
よ
り
考
慮

経
過
に
よ
り
考
慮

適
応

A
～

D

＊
 必
要
に
応
じ
負
荷
心
電
図
を
行
う


